
学校教育目標「未来に向かって進んで学びたくましく生きる子ども」の育成 

 

意 気 衝 天（いきしょうてん） 
（意気込みや元気があり、最高の状態） 

校長 武 田   聡 

 1 学期がスタートしたのもつかの間、あっという

間に 1 学期最後の月である 7 月を迎えることになり

ました。この学期は始業式や入学式・運動会・遠

足・修学旅行など、いろいろな行事があり、子ども

たちはその準備にあわただしい毎日を過ごしていた

と思います。スタートした頃はまだまだ新しい生活

に慣れずに、リズムがつかめないお子さんもいたか

と思いますが、もう慣れて毎日元気に過ごしている

様子が見られます。朝の挨拶、中休みや昼休みの遊んでいる姿、授業での活躍の姿、帰

りの挨拶などなど、とにかく元気で活動的な子どもたちの姿があちこちで見られた学期

だったと思います。私たち大人も、そのような元気な子どもたちに元気をももらい、多

くのエネルギーをもらって毎日を過ごすことができました。本当にありがたいことだと

感じております。今回の学校通信の表題を「意気衝天」にさせてもらったのもそんな気

持ちの表れです。とにかく元気で明るい子どもたちの活動を基盤に、学校の教育活動を

進めていくのが学校の役割で、そのような意味からすると今学期は一定程度役割を果た

すことができたのではないかと思っています。また、運動会の座席割や遠足、体力テス

トではたくさんの保護者の皆様にボランティアをいただいて、お陰様でスムーズに行事

を進めることができました。本当にありがとうございました。お子さんが小学生である

６年間はあっという間に過ぎてしまいます。その期間を大切に、行事や参観日・ボラン

ティアなどでぜひ学校へ足を運んでいただき、お子さんの様子もご覧いただければと思

います。 

 先日行われた遠足では、私もカメラをもって各学年の様子を撮影しに、各場所にお邪

魔させていただきました。着いたらすぐに気付いて「あっ校長先生だ－」とたくさんの

子どもたちが写真に収まろうと走って集まってきました。写真を撮るどころではない状

況にうれしさを感じながらも、できるだけいいショットが撮れるよう頑張ってみまし

た。そんな子どもたちの元気さは、神楽小学校の宝物です。1 学期も残すところあとわ

ずかとなりました。1 学期の締めくくりをしっかり行って、2 学期につなげていって欲

しいと思います。 

 学校は、保護者の皆様や地域の皆様のご理解とご協力があってこそ成り立つところだ

と考えておりますので、今後ともご支援・ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。  
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７月の行事予定 
《生活目標》 

 ◎自分たちの学校をもっときれいにしよう 

《保健目標》 

 ◎夏を元気に過ごそう 
 

日 曜日  行事予定（★は特別日課） 

１ 土  

２ 日  

３ 月 全校朝会 

４ 火 ★ 

５ 水 参観日（ 4～ 6 年、ひだ・せせ・かが）  歌声タイム  
５年学年レク  ５・６年窓拭き  

６ 木 参観日（１～３年） 

１・２年学年レク １～３年窓拭き 

７ 金 ★ 

８ 土  

９ 日  

１０ 月 陶芸教室（ひだ・せせ） 

１１ 火 ＰＴＡ街頭指導（５－１） クラブ ★ 

１２ 水  

１３ 木 神楽っ子発表会 

１４ 金 ★ 

１５ 土  

１６ 日  

１７ 月 海の日 

１８ 火 クラブ ★ 

１９ 水 ★ 

２０ 木 神楽っ子発表会 

２１ 金 １学期終業式 

２２ 土 夏季休業（～８／２０） 

２３ 日  

２４ 月 プール開放日 

２５ 火 プール開放日 

２６ 水 プール開放日 

２７ 木 プール開放日 

２８ 金 プール開放日 

２９ 土  

３０ 日  

３１ 月 プール開放日 

 

無事に行ってきました！ 

 １５日（木）に１～４年生の遠足が行われまし

た。天候にも恵まれ、どの学年も元気に目的地ま

でたどりつき、レクレーションなどをして楽しむ

ことができました。 

 

【１年生：宮前公園・クリスタルパーク】 

 

 

 

 

 

【２年生：サイパル・宮前公園】 

 

 

 

 

 

【３年生：旭川駅・買物公園・常磐公園】 

 

 

 

 

 

【４年生：リベラインパーク】 

 
スマホ・ＳＮＳ利用はルールを決めて！  

 「悪口の書き込み」「迷惑行為の動画アップ」

「アプリ利用による高額の課金請求」など、スマ

ートフォンやＬＩＮＥをはじめとするＳＮＳの

利用をめぐるトラブルが全国的に増えてきてい

ます。 

 学校でも事例をもとにして情報モラルの学習

を行っています。お子さんの利用については、保

護者の方の責任の下、各家庭でルールを再度確認

していただくとともに、どのように使っているか

目を行き届かせていただけると助かります。 


